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　調査問題を縮小して掲載してい
ます。
※著作権の都合により一部を省略しているもの
もあります。

１. 出題の趣旨
　問題ごとに，出題の意図，把握し
ようとする力，場面設定などについ
て記述しています。
※解説資料の内容を一部再掲しています。

２．調査問題の活用に当たって
　学習指導要領における領域・内容
及び関連する言語活動例，学習指導
の工夫の例を示しています。

（１）言語活動を通した学習指導の
工夫について
　言語活動を通して指導する際の留
意点を記述しています。

（２）授業アイディア例について
　調査問題の趣旨を生かした授業の
アイディアの一例を示しています。

　　　　　略　　称

「4年間のまとめ【中学校編】」

「平成○年度【中学校】報告書」
「平成○年度【中学校】授業アイディア例」

「言語活動事例集【中学校版】」

中学校国語「調査問題活用の参考資料」の見方

本資料について

　本資料は，令和 2 年度全国学力・学習状況調査の調査間題を活用して，日々の学習指導の
改善・充実を図ることができるように，調査問題の趣旨を生かした学習指導の工夫の例を示
したものです。令和 2 年度については，新型コロナウイルス感染症に係る学校教育への影響
等を考慮し，調査は実施しないこととしましたが，各教育委員会や学校等において，組織的・
継続的な取組を展開する際の参考となるように作成しました。

本資料では，以下の資料については略称を用いています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　資　　料　
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【中学校編】」（平成24年９月発行）

「平成○年度　全国学力・学習状況調査　報告書　中学校　国語」
「平成○年度　全国学力・学習状況調査【中学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【中学校版】」
	 （平成24年６月発行）
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　中学校国語「調査間題活用の参考資料」では，授業アイディア例 I として，今年度の調査
間題を活用した指導の例，授業アイディア例Ⅱとして，今年度の調査問題とは別の教材等を
活用した指導の例を示しています。
　これらの「授業アイディア例」は，調査対象の第３学年における指導を想定しています。
なお，本資料は他学年で活用することもでき，その際のポイントについては，「他学年で活
用する際のポイント」で示しています。

３．出典等
　著作物について，出典及び著作権
者等を示しています。

【指導のねらい】
　生徒に身に付けさせたい力を記述
しています。

　　　　について
　本授業アイディア例において，特
に注目・留意すべき指導上のポイン
トを記述しています。

【活用のポイント】
　本授業アイディア例を活用する際
の留意点等を記載しています。

【他学年で使用する際のポイント】
　第１学年及び第２学年で指導する
際のポイントを記述しています。

　過去の調査の解説資料，報告書や授業アイディア例など，これまで
作成した資料については，国立教育政策研究所のウェブサイトに掲載
しています。

特徴

ht tps : / /www. n ier . go. jp/ka ihatsu/zenkokugakuryoku. html
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国語 １　スピーチをする（書道パフォーマンス）
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　「話すこと・聞くこと」の学習では，小学校での学習を踏まえた上で，何のために話したり
聞いたり話し合ったりするのかという意識を常にもち，場面や状況を考えた話し方や聞き方を
身に付ける必要がある。スピーチなどの言語活動を行う際には，話し手は，取材した材料や具
体的な事実，自分の考えや意見などをどのように配列して話の全体を構成するかを考えたり，
文末表現などにも注意して事実と意見との関係を明らかにして話したりすることが大切であ
る。さらに，聞き手の人数や立場，年齢構成，会場の広さ等を踏まえて話し方を工夫すること
も大切である。話の要点を明らかにし聞き手に分かりやすくするためには，資料や機器などを
活用して話すことも考えられる。その際，グラフや表，写真や図など，どのような資料を用い
ると聞き手の理解を深めることができるのかを考え，必要に応じてコンピュータなどのＩＣＴ
機器を活用して話すことも効果的である。その上で，国語科で培ったこれらの言語能力を各教
科等の学習や生活の中で生かそうとする意識をもち，自らの実践へとつなげることが重要である。
　本問では，中学生に対して，卒業生である高校生がスピーチを行う場面を設定した。動画を
効果的に活用した話し方について考えたり，相手の話に対するお礼の言葉としてふさわしい内
容や言葉遣いで話したりすることに加え，話の中に出てきた「中学校の授業で学んだ行書の特
徴」について考えることを求めている。
　なお，設問二は，平成29年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語A９六２（正答率　63. 9％）
において，行書の特徴についての理解に課題が見られたことを踏まえて出題したものである。

１．出題の趣旨

・　 資料や機器などを効果的に活用した話し方について理解すること
・　 行書の特徴を理解すること
・　 自分の考えが相手に分かりやすく伝わるように工夫して話すこと
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２．調査問題の活用に当たって
　 設問三　の趣旨を生かした学習指導の工夫

　■学習指導要領における領域・内容
　　〔第１学年〕　 Ａ　話すこと・聞くこと
　　　イ	　全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら

話すこと。	 《話すこと》

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第１学年〕　 Ａ　話すこと・聞くこと
　　ア	　日常生活の中の話題について報告や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をした

りすること。

（１）言語活動を通した学習指導の工夫について
〇	　第１学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（1）イについて，日常生活の中の話題について報告
や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をしたりする言語活動を通して指導する際には，
伝える事柄や事実と，それに対する自分の考えや感想などとの関係に注意して話すように指
導することが大切である。また，何のために報告したり紹介したりするのかという目的や，
相手はその話題についてどのような点に関心があり，どのような情報を既にもっているかな
どの状況によって，報告や紹介の仕方が変わってくることに留意するように指導することも
重要である。実際に報告したり紹介したりする場面では，聞き手から質間したり，内容や伝
え方について助言し合ったりする場を設け，表現の仕方や聞き方を互いに学び合うことがで
きるように指導することが大切である。

〇　指導に当たっては，以下のものも参考になる。
・　平成22年度【中学校】授業アイディア例 P. ５「作成した資料を目的や相手に応じて再
構成し，その理由を説明することができるようにする。」
・　平成22年度【中学校】報告書 P. 169「作成した資料を目的や相手に応じて再構成し，そ
の理由を説明することができるようにする。」
・　４年間のまとめ【中学校編】 P. 88「作成した資料を目的や相手に応じて再構成し，そ
の理由を説明することができるようにする。」
・　平成30年度【中学校】授業アイディア例 P．７～P．８「テーマに沿って，調べたことや
考えたことを発表しよう」
・　言語活動事例集【中学校版】P. 19～P. 20「『体験入部』の報告をしよう」
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（２）授業アイディア例について
〇	　授業アイディア例 I では，卒業生である高校生のスピーチ（【橋本さんの話】）を聞いて，
　　	そのスピーチに対するお礼の言葉を述べるという本設問の場面設定を活用した授業アイディ
ア例を示した。スピーチから分かったことと，自分の感じたことや考えたことに留意して話
を構成したり，何名がお礼の言葉を述べるのかという点に配慮しながら話の内容を工夫した
りすることを通して，目的や場面に応じて，事実と意見との関係に注意して話を構成し，自
分の考えが相手に分かりやすく伝わるように話す力を身に付けることをねらいとする。

〇 	　授業アイディア例Ⅱでは，新入生に対して中学校生活の魅力を紹介するためにスピーチを
するという言語活動を取り入れた授業アイディア例を示した。新入生に紹介したい内容を付
箋に書き出し，グループごとに複数の構成案について検討したり，学級でスピーチのリハーサ
ルを行ったりすることを通して，目的や場面に応じて，事実と意見との関係に注意して話を
構成し，自分の考えが相手に分かりやすく伝わるように話す力を身に付けることをねらいと
する。
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授業アイディア例 I

【指導のねらい】
　目的や場面に応じて，事実と意見との関係に注意して話を構成し，自分の考えが相手に
分かりやすく伝わるように話すことができるようにする。

【授業アイディア例】
教　材 ●　令和 2 年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語１

学習の流れ

第１時
①　学習の見通しをもつ。

　スピーチに対するお礼の言葉を考えてみましょう。スピーチから分かったことと，
自分の感じたことや考えたことが分かりやすく伝わるように，話の構成や文末表現な
どを工夫しましょう。

教　師
②	　令和２年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語１を読み，どのような場面や状況
かを確認する。

　※	　スピーチをする人を決め，【橋本さんの話】に基づいて実際にスピーチをしたり，インターネット
を活用して，書道パフォーマンスの動画を視聴したりすることも考えられる。

③　　【橋本さんの話】に対するお礼の言葉を考え，各自でノートにメモする。
　〔Ａさんのメモ〕	 　 　〔Ｂさんのメモ〕	　　　　　　〔Ｃさんのメモ〕

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

④　③で書いたお礼の言葉をグループで検討する。
〔検討している場面の例〕
　

　私も高校で書道部に入りたいと考えましたが、それは【橋本さんの話】にある「メ
ンバー全員で力を合わせ」ることがすばらしいと思ったからです。印象に残った書道
の道具のことより，Bさんや Cさんのように「メンバー全員で力を合わせ」ることを
取り上げた方が私の考えが伝わりやすいと思ったので，修正しようと思います。

　「メンバー全員で力を合わせ」ることを取り上げたのは，私が【橋本さんの話】の中で
最も共感したことであり，「橋本さん」が聞き手に伝えたいことだと思ったからです。
　ところで，私は自分が考えたことを先に述べましたが，ＡさんやCさんのように，【橋
本さんの話】から分かったことを先に述べた方がよいのでしょうか。

　Ｂさんは，先に自分の考えを示した上で，それを実現するためには何が大切なのか
を【橋本さんの話】と関連させて述べているのですね。そのことが分かるので，Ｂさ
んのような話の構成もよいと思います。
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【活用のポイント】
○	　本授業アイディア例は，第３学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（１）イを指導することを
想定した授業の流れを示している。設問三で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる
場合には，③，④に示したように，これまでに学習したことを想起し，スピーチから分かっ
たことと，自分の感じたことや考えたことをどのように配列して話の全体を構成するかを
考えたり，文末表現などにも注意して事実と意見との関係を明らかにして話したりするよ
うに指導するとよい。第３学年の評価に当たっては，③～⑥で，場の状況に応じた話し方
ができているかについて，ノートに書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして
評価することが考えられる。

【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で，設問三で取り上げた指導事項について指導する場合には，③，④を中心に
授業を行い，ノートに書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして評価すること
が考えられる。

○	　第２学年で，設問三で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，③，④を
中心に授業を行うとよい。また，第２学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（１）イの指導事項
を取り上げ，論理的で分かりやすい話の構成や展開の工夫について考えるように指導し，
ノートに書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして評価することが考えられる。

第２時
⑤ 	　お礼の言葉を述べる状況が異なる場合に留意すべきことを各自でノートに書き，グルー
プで検討する。

　代表の生徒一人がお礼の言葉を述べるのではなく，一人のスピーチに対して複数
の人がお礼の言葉を述べる場合には，どのようなことに留意する必要があるでしょ
うか。

〔検討している場面の例〕

　複数の人がお礼の言葉を述べる場合には，自分より前に話した人と全く同じ内容に
ならないように気を付ける必要があると思います。

　前の人と同じ内容を述べる際には，「○○さんの話と重なりますが」などの前置き
をして，重複する部分があることに触れながら話すとよいのではないでしょうか。

　一人一人が端的に述べ，全体の時間が長くなり過ぎないように留意することも必要
だと思います。

⑥　④，⑤で検討したことを踏まえ，グループ内でお礼の言葉を述べる。
⑦　学習を振り返る。
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　　スピーチの題材の例
●　各教科等の紹介
●　学校行事の紹介
●　部活動の紹介
　　　　　　　　　　　など

　新入生に対して，中学校生活の魅力を紹介するためにスピーチをします。グループ
ごとに題材を選び，紹介する内容を考えたり，話の構成について検討したりしなが
ら，５分程度のスピーチにまとめましょう。

１週間の時間割。中学校で学習する各教科等
の名称。

学校図書館を活用したり，イン
ターネットで情報を検索したりす
る学習があること。

各教科担当の先生の紹介。
教科書が小学校より比較的
厚くなること。

総合的な学習の時間では，学
年ごとに特色ある学習をしてい
ること。

タブレットPCを使って資料を見	
たり，互いの考えを交流したり
する学習があること。

国語や外国語などの学習で，
辞書を頻繁に活 用すること。

　複数の構成案を考え，比較しながら検討しましょう。また，自分たちの思いや考
えを青色の付箋に書いて加えたり，提示する資料が必要かどうかについて考えたり
しましょう。

　授業を楽しみにしていてほしい
というメッセージ。

各教 科等の学習の楽しさや充
実感。

各教科担当の先生の紹介。

学校図書館を活用したり，イン
ターネットで情報を検索したりす
る学習があること。

国語や外国語などの学習で，
辞書を頻繁に活用すること。

＜構成案 B ＞

中学校で学習する各教科等
の名称が変わり，教科書も小
学校より比較的厚くなること。

各教科担当の先生の紹介。

１週間の時間割。

総合的な学習の時間では，学
年ごとに特色ある学習をしてい
ること。

授業アイディア例Ⅱ

【指導のねらい】
　目的や場面に応じて，事実と意見との関係に注意して話を構成し，自分の考えが相手に
分かりやすく伝わるように話すことができるようにする。

【授業アイディア例】
　　学習の流れ

　　第１時，第２時

①　 学習の見通しをもつ。

　教　師
②　新入生に紹介する題材をグループごとに一つ選ぶ。
③　紹介したい具体的な事柄を各自で付箋に書く。
　　〔「各教科等の紹介」についての例〕

④　 ③の付箋を基に，スピーチの構成についてグループで検討する。

　〔構成案の例〕
　　＜構成案 A ＞

　※　③，④について，ＩＣＴ機器を活用して学習することも考えられる。
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〔検討している場面の例〕
　＜構成案Ａ＞のように，自分たちの思いを最初に述べると，新入生に各教科等の学
習が中学校生活の魅力の一つだと印象付けることができると思います。また，学校図
書館やインターネットを活用した学習については，実際の写真を提示すると，様子が
伝わりやすいと思います。

　＜構成案Ｂ＞は，事前に出された二つの付箋について，「中学校で学習する各教科
等の名称が変わり，教科書も小学校より比較的厚くなること。」とまとめていて，小
学校の学習との違いを比較しやすくてよいと思います。しかし，魅力を伝えるという
目的を考えると，この内容で十分でしょうか。

　魅力をより具体的に伝えるために，各教科の先生にそれぞれの教科の面白さについ
て取材し，　「各教科担当の先生の紹介。」に加えてはどうでしょうか。そうすること
で，＜構成案Ａ＞も＜構成案Ｂ＞も目的に沿った内容になります。

第３時

⑤	　④で考えた複数の構成案に基づいてグループ内でスピーチをし，どの構成案を採用する
のかを決める。

　複数の構成案に基づいてグループ内でスピーチをし，どの構成案を
採用するのかを決めましょう。その際，聞き手が新入生であることを
意識した話し方を工夫しましょう。

第４時
⑥	　学級でスピーチのリハーサルを行い，よい点や改善点について他のグループと交流し，
必要に応じて自分たちのスピーチを修正する。

⑦　学習を振り返る。
　※　①～⑦の学習後に実際に新入生にスピーチをする。

【活用のポイント】
○	　本授業アイディア例は，第３学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（１）イを指導することを
想定した授業の流れを示している。設問三で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる
場合には，③～⑤に示したように，これまでに学習したことを想起し，紹介したい事柄と
自分たちの思いや考えをどのように配列して話の全体を構成するかを考えたり，文末表現
などにも注意して事実と意見との関係を明らかにして話したりするように指導するとよ
い。第３学年の評価に当たっては，③～⑥で，場の状況に応じた話し方ができているかに
ついて，グループでの検討の様子や学級でのリハーサルの様子などを基にして評価するこ
とが考えられる。

【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で，設問三で取り上げた指導事項について指導する場合には，③～⑤を中心に
授業を行い，付箋に書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして評価することが
考えられる。

○	　 第２学年で，設問三で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，③～⑤を
中心に授業を行うとよい。また，第２学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（１）イの指導事項
を取り上げ，論理的で分かりやすい話の構成や展開の工夫について考えるように指導し，
付箋に書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして評価することが考えられる。
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国語 2　説明的な文章を読む
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１．出題の趣旨

・　 文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け，内容を捉えること
・　 助詞の働きについて理解すること
・　 文章の展開に即して内容を捉えること
・　 文章の内容を捉え，書き手の考えを理解すること

　これまでの全国学力・学習状況調査の結果を見ると，複数の資料から適切な情報を得てそれ
らを比較したり関連付けたりすること，文章を読んで根拠の明確さや論理の展開，表現の仕方
等について評価することなどに課題があることが分かる。例えば，「平成31年度（令和元年度）
【中学校】報告書」では，「読むこと」について「文章の構成や展開，表現の仕方について，
根拠を明確にして自分の考えをもつことや，文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉える
ことに課題がある。」（P. ８）としている。
　本問では，これらの課題を踏まえて，「固定観念を異なる視点から見ることで新しいものの
考え方ができる」ということについて，複数の具体例を示しながら図を用いて説明している文
章を取り上げ，第１学年「Ｃ　読むこと」（１）イの「文章の中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見などとを読み分け，目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。」の
指導事項を中心に出題した。設問一では，文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け，
書き手の考えと具体例との関係を叙述に即して的確に捉えること，設問三では，文章の展開に
即して原因と結果など情報と情報との関係に留意しながら内容を捉えることを求めている。設
問四では，書き手の考えと具体例との関係を叙述に即して捉えた上で，身の回りにある別の例
に当てはめて考えることを求めている。また，設問二では，助詞の働きについて理解すること
を求めている。これは，助詞の働きを単に知識として学習するだけでなく，実際に文章を読む
際に活用し，生きて働く力として身に付けていくことが大切であることを踏まえたものである。
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２．調査問題の活用に当たって
　 設問一　， 設問三　，　設問四　の趣旨を生かした学習指導の工夫

　■学習指導要領における領域・内容
　〔第１学年〕　 Ｃ　読むこと
　　　イ	　文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応

じて要約したり要旨をとらえたりすること。　　　　　　　　　　　　　　　《文章の解釈》

　■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
　〔第１学年〕　 Ｃ　読むこと
　　　イ　文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文章を読むこと。

（１）言語活動を通した学習指導の工夫について
　○	　第 1 学年「Ｃ　読むこと」（１）イについて，文章と図表などとの関連を考えながら，説明

や記録の文章を読む言語活動を通して指導する際には，図表が文章の中心的な部分，又は付
加的な部分のどの部分と関連しているのかを確認するなどして，書き手の伝えたい内容をよ
り的確に読み取るように指導することが大切である。その際，図表が文章の内容をより分か
りやすくするために使われている場合や，文章が図表の解説になっている場合などがあるこ
とに留意して読むように指導することも効果的である。また，読む目的に応じて段落ごとに
内容を捉えたり，段落相互の関係を正しく押さえたりしながら，更に大きな意味のまとまり
ごとに，文章全体における役割を捉えるように指導することも重要である。

　〇	　指導に当たっては，以下のものも参考になる。
・	　平成22年度【中学校】報告書 P. 130「論理の展開の仕方を的確にとらえ，内容をとらえ	
ることができるようにする。」

・	　４年間のまとめ【中学校編】 P. 104「論理の展開の仕方を的確にとらえ，内容をとらえ
ることができるようにする。」

・		　平成23年度【中学校】授業アイディア例 P. ３～P. ４「文章の内容を『Ｑ＆Ａ集』の形
式で紹介する。」

・	　４年間のまとめ【中学校編】 P. 96～P. 97「文章の内容を『Ｑ＆Ａ集』の形式で紹介する。」
・				　平成24年度【中学校】報告書 P. 148「文章の展開に即して内容を捉えることができるよ
うにする。」

・	　平成24年度【中学校】授業アイディア例 P. ２「目的に応じて必要な情報を読み取るこ
とができるようにする。」

・		　平成24年度【中学校】報告書 P. 150「目的に応じて必要な情報を読み取ることができる
ようにする。」

・　	平成30年度【中学校】授業アイディア例 P. ５～P. ６「目的に応じて説明的な文章を読む」
・　言語活動事例集【中学校版】 P. 25～P. 26「文章と図表との関係を読み解こう」
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（２）授業アイディア例について
〇	　授業アイディア例 I では，「固定観念を異なる視点から見ることで新しいものの考え方が
できる」ということについて，複数の具体例を示しながら図を用いて説明している本問の文
章を活用した授業アイディア例を示した。文章の書き出しの部分に着目して読んだり，文章
中に示されている具体例や図に留意して読んだりすることを通して，文章の中心的な部分と
付加的な部分とを読み分けて論理の展開の仕方を捉え，内容を理解する力を身に付けること
をねらいとする。

〇		　授業アイディア例Ⅱでは，平成30年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１で用い	
た，文化庁国語課『文化庁国語課の勘違いしやすい日本語』を出典とする文章を活用した授
業アイディア例を示した。目的に応じて何を中心にして文章を要約するのかを考えたり，要
約した文章を互いに読み合ったりすることを通して，文章の中心的な部分と付加的な部分と
を読み分けて論理の展開の仕方を捉え，内容を理解する力を身に付けることをねらいとする。

３．出典等
　本問及び授業アイディア例 I は，細谷功・ヨシタケシンスケ『やわらかい頭の作り方　身
の回りの見えない構造を解明する』（2015年３月　筑摩書房）による。授業アイディア例Ⅱ
は，文化庁国語課『文化庁国語課の勘違いしやすい日本語』（2015年12月　幻冬舎）による。
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　【指導のねらい】
　文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分けて論理の展開の仕方を捉え，内容を理解
することができるようにする。

　【授業アイディア例】
　　　教　材　

　　学習の流れ

　　第１時, 第２時
①　学習の見通しをもつ。

　教　師
②	　文章全体を読んだ上で，１行目から７行目に着目し，このような書き出しにした筆者　
の意図について各自で考え，ノートに書く。

③　 ②について全体で確かめる。
　〔生徒の発言の例〕

④　筆者が提示している具体例をノートに書き出し，ペアで確認する。
⑤ 	　④で確認したことを基に，筆者が述べていることについて，図を活用しながら全体で　
確認する。

授業アイディア例 I

●　令和２年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語 2

　文章の中心的な部分と，それを支える例示などの付加的な部分とを読み分け，書き
手のものの見方や考え方に気を付けながら，文章の内容を理解しましょう。

　私たちが「常識」と感じていることの複数の具体例を示した上で，　「本当にそ
うでしょうか？」と問いかけることで，読み手の興味・関心を喚起しているのだ
と思います。

　６行目から７行目にかけて，「今回はこうした固定概念を異なる視点から見ること
で新しいものの者え方ができるという『やわらかい頭の使い方』の事例を解説したい
と思います。」とあり，この文章で述べようとしていることを読み手に意識させてい
るのだと思います。

　筆者は「固定概念を異なる視点から見ることで新しいものの考え方ができる」こと
について，「成功」と「失敗」の例を取り上げ，図を用いて説明しています。文章と
図とを関連させながら，筆者が述べている内容を捉えましょう。また，他の例につい
ても図に当てはめて考えてみましょう。

〔板書例〕

○　

本
文
に
示
さ
れ
て
い
る
図

○　

他
の
例
に
つ
い
て

　

・「
賛
成
」と「
反
対
」の
例
の
場
合　

　

・「
好
き
」と「
嫌
い
」の
例
の
場
合
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第３時
⑦　文章の論理の展開の仕方で気付いたことを各自でノートに書く。
⑧　⑦について全体で確かめる。
⑨　学習を振り返る。

【活用のポイント】
○	　本授業アイディア例は，第３学年「Ｃ　読むこと」（１）イを指導することを想定した学
習の流れを示している。設問一，三，四で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場
合には，④～⑥に示したように，これまでに学習したことを想起し，文章の中心的な部分
と付加的な部分とを読み分け，文章と図との関連を考えて読むように指導するとよい。第
３学年の評価に当たっては，②～⑧で，文章の論理の展開の仕方を捉えて内容を理解してい
るかについて，ノートに書いた内容や発言の様子などを基にして評価することが考えられる。

【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で，設問一，三，四で取り上げた指導事項について指導する場合には，④～⑥
を中心に授業を行い，ノートに書いた内容や発言の様子などを基にして評価することが考
えられる。

○	　第２学年で，設問一，三，四で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，
④～⑥を中心に授業を行うとよい。また，第２学年「Ｃ　読むこと」（１）イの指導事項を
取り上げ，それぞれの具体例が文章の展開の中でどのような役割を果たしているかについ
て考えるように指導し，ノートに書いた内容や発言の様子などを基にして評価することが考
えられる。

　本文に示されている図の上段は，「成功」の「反対語」は「失敗」であるという
「固定概念」のことを示しています。図の中段は，上段の図を折り曲げて「異なる視
点」から見ると，「成功」と「失敗」は紙一重であり，その対極が「どちらでもな
い」状態になることを示しています。

　そして，図の下段は「成功」と「失敗」について，「何か行動する」という点で
二つは「同意語」であり，その「反意語」は「何もしない」ということを示してい
ますね。

　他の例を，黒板の左の図に当てはめて考えてみると，「賛成」と「反対」の例につ
いては，アには「賛成」，イには「反対」が入ります。それらを「異なる視点」から
見ると「賛成」と「反対」は紙一重の「同意語」になり，ウには「明確に自分の意見
を持っている」，エには「自らの明確な意見がない」が入ります。

　「好き」と「嫌い」の例については，アには「好き」，イには「嫌い」，ウには	
「対象への関心が高い」，エには「無関心」という言葉が当てはまります。本文にあ
る「レストランやお店等でのクレーム」の説明も納得できました。

　文章の冒頭にある「固定概念を異なる視点から見ることで新しいものの考え方がで
きる」ことについて，筆者が述べている内容を捉えることはできましたか。設問を解
いたり，文章を読み返したりしながら確認しましょう。

〔生徒の発言の例〕

⑥　設問一，三，四を解き，筆者が述べていることをグループで再確認する。
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授業アイディア例Ⅱ

【指導のねらい】
　文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分けて論理の展開の仕方を捉え，内容を理解
することができるようにする。

【授業アイディア例】
教材例

学習の流れ

第１時

●　教科書や学校図書館にある書籍等に掲載されている説明的な文章など

①　学習の見通しをもつ。

　グループごとに説明的な文章を選んで読み，関心をもったこ
とや分かったことなど，他のグループの人に伝えたいことを中
心に要約しましょう。

教　師

＜文章はこちらから＞

②	　教師が用意した説明的な文章の中からグループごとに読む文章を
決め，他のグループの人に伝えたいことに印を付けながら，各自で
文章を読む。

〔交流している場面の例〕

　私は，「天地無用」という言葉の本来の意味を初めて知りました。グラフを見る
と，本来の意味を捉えられていない人が５割近くいると分かりました。

　本来の意味を捉えられていない人の中でも，「上下を気にしないでよい」と全く逆
の意味で捉えている人が29.2％もいることが問題だと思います。
　

　私もそのことに関心をもちました。なぜ本来の意味と全く逆の意味で捉えている人が
多いのかが気になりました。その理由については，いくつか書かれているようです。

　では，私たちのグループは「天地無用」という言葉について，本来の意味とは逆の
意味で受け取っている人がいる理由を中心に要約しましょう。

第２時
④	　③で決めた内容を踏まえて各自で要約するとともに，文章の論理の展開の仕方で気付
いたことをノートに書く。

　要約する際には，目的に応じて必要な情報を過不足なく取り上げ，
整理することが大切です。そのために，文章全体を読んで各段落の役
割について考えたり，言葉の使い方に着目したりしながら，筆者がど
のように論理を展開しているかを捉えましょう。

　	（ここでは，平成30年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ１で用いた，文化庁国語課『文化庁
国語課の勘違いしやすい日本語』を出典とする文章を活用した学習の流れを示す。本書籍にある他の文
章を活用することも考えられる。）

③	　②で印を付けた内容を基に，伝えたいことについてグループで交流し，どのようなこ
とを中心にして要約するのかを決める。
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⑤　④で要約した文章をグループで交流し，必要な情報が整理されているかを確認する。
〔交流している場面の例〕
　※　ＩＣＴ機器を活用し，ホワイトボードなどに文章を映して交流するなどの工夫をすることも考えられる。

【活用のポイント】
○	　本授業アイディア例は，第３学年「Ｃ　読むこと」（１）イを指導することを想定した学
習の流れを示している。設問一，三，四で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場
合には，②～⑥に示したように，これまでに学習したことを想起し，目的に応じて文章を
読み，必要な情報を過不足なく整理するように指導するとよい。第３学年の評価に当たっ
ては，④，⑤で，文章の論理の展開の仕方を捉えて内容を理解しているかについて，ノー
トに書いた内容やグループでの交流の様子などを基にして評価することが考えられる。

【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で，設問一，三，四で取り上げた指導事項について指導する場合には，②～⑥
を中心に授業を行い，ノートに書いた内容やグループでの交流の様子などを基にして評価
することが考えられる。

○	　第 2 学年で，設問一，三，四で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，
②～⑥を中心に授業を行うとよい。また，第２学年「Ｃ　読むこと」（１）イの指導事項を
取り上げ，各段落が文章全体の中で果たす役割について考えるように指導し，ノートに書
いた内容やグループでの交流の様子などを基にして評価することが考えられる。

第３時
⑦　④～⑥で要約した文章をグループでまとめ，何を中心に要約したのかを示す。
　〔グループでまとめた文章の例〕

⑧　⑦で書いた文章を他のグループの人と互いに読み合い，感想を交流する。
⑨　学習を振り返る。

　この文章は，大きく「話題の提示」，「『天地無用』の本来の意味」，「理解の実
態」，「誤解の理由」，「対応策」という構成になっているので，「誤解の理由」が
書かれている段落に着目してまとめました。

　「誤解の理由」について，筆者は「どのような理由があるのでしょうか」と問いか
けた上で，「また」という接続詞の前後でそれぞれ理由を述べているので，大きく二
つの理由を書く必要がありますね。

　「誤解の理由」は，要約の中心となる部分ですが，分かりやすく説明するために
は，全体の内容にも触れた方がよいかもしれませんね。

⑥　⑤で交流した内容を踏まえ，必要に応じて，要約した文章を各自で修正する。

○　

要
約
し
た
文
章

　
宅
配
便
の
段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
に
貼
ら
れ

て
い
る
「
天
地
無
用
」
と
い
う
言
葉
は
、

本
来
「
上
下
を
逆
に
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
意
味
で
す
。
し
か
し
、
文
化
庁
の

調
査
に
よ
る
と
「
上
下
を
気
に
し
な
い
で

よ
い
」
と
い
う
逆
の
意
味
で
受
け
取
っ
て

い
る
人
が
2 9
・
２
％
い
ま
す
。

　

誤
解
の
理
由
は
、
現
在
、「
無
用
」
が
あ

ま
り
使
わ
れ
な
く
な
り
、「
無
用
」
の
「
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
分

か
り
に
く
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
天
地
無
用
」
と
い
う
言
葉
は
、

「
天
地
を
逆
に
す
る
こ
と
無
用
」
の
よ
う

に
、「
逆
に
す
る
こ
と
」
に
当
た
る
内
容
が

省
略
さ
れ
た
言
い
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
無
用
」
の
意
味
を
「
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
」
意
外
の
意
味
で
捉
え
て

し
ま
い
、「
天
地
は
い
ら
な
い
＝
上
下
は
気

に
し
な
く
て
い
い
」
な
ど
と
解
釈
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○　

何
を
中
心
に
要
約
し
た
の
か

　

「
天
地
無
用
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、

本
来
の
意
味
と
は
逆
の
意
味
で
受
け
取
っ

て
い
る
人
が
い
る
理
由
。
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国語３　俳句を創作する
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　平成31年度（令和元年度）の全国学力・学習状況調査における学校質問紙調査では，「言語
活動について，国語科だけではなく，各教科，道徳，総合的な学習の時間及び特別活動を通じ
て，学校全体として取り組んでいますか」という質問に「よくしている」，「どちらかといえば，
している」と肯定的な回答をした学校の割合は，これまでで最も高い94. 9％であった。国語科
においても，各領域の指導について，基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究する
ことのできる国語の能力を身に付けることができるよう，学習指導要領の内容の（2）に示され
た言語活動例などを通した指導が全国で行われていると考えられる。しかし，例えば「平成31
年度（令和元年度）【中学校】報告書」では，「書くこと」について，取り出した情報を「自分
が伝えたいことの根拠として読み手に分かりやすいように書くことに課題がある」（P．８）と
している。様々な言語活動を通した学習の中では，文章を壽く目的や意図をより意識し，読み
手に分かりやすく書くように指導する必要がある。
　本問では，これらの課題を踏まえて，「卒業」をテーマに俳句を創作する場面を設定し，第
２学年「Ｂ　書くこと」（１）ウの「事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，
説明や具体例を加えたり，描写を工夫したりして書くこと。」の指導事項について出題した。
俳句に用いる言葉を複数の候補の中から選び，その言葉を選んだ理由を書くことを求めている。

１．出題の趣旨

・　自分の考えが読み手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えて書くこと
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２．調査問題の活用に当たって

　■学習指導要領における領域・内容
　〔第２学年〕　　Ｂ　書くこと

ウ	　事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，
描写を工夫したりして書くこと。	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《記述》

　■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
　〔第２学年〕　　Ｂ　書くこと

ア　表現の仕方を工夫して，詩歌をつくったり物語などを書いたりすること。
　〔第２学年〕　　Ｂ　書くこと

イ　多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。

（１）言語活動を通した学習指導の工夫について
　○	　第 2 学年「Ｂ　書くこと」（１）ウについて，表現の仕方を工夫して，詩歌を作ったり物語

などを書いたりする言語活動を通して指導する際には，これまで学習してきたことも参考に
しながら，様々な言葉や表現を工夫して書くように指導することが大切である。その際，第
２学年〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕（１）の「イ　言葉の特徴やきまりに
関する事項」（イ）との関連を図り，抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語
や多義的な意味を表す語句などについて理解し，語感を磨き語彙を豊かにするように指導す
ることも有効である。
　多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書く言語活動を通し
て指導する際には，どのような事柄についてどのような意見をもち，どのような論の展開で
記述するかを考え，論点について賛成か反対かなど自分の立場を決め，自分の考えの中心や
主張を明確にして書くように指導することが大切である。

・	　平成22年度【中学校】授業アイディア例 P. 2 「相手に応じた適切な表現で案内文を書
くことができるようにする。」

・	　平成22年度【中学校】報告書 P. 136「相手に応じた適切な表現で案内文を書くことがで
きるようにする。」

・	　平成23年度【中学校】授業アイディア例 P. 1 ～P. 2 「募集要項に基づいて，応募され
た標語を批評する文章を書く。」

・	　４年間のまとめ【中学校編】　P. 94～P. 95「募集要項に基づいて，応募された標語を批
評する文章を書く。」

・	　平成24年度 		【中学校】		報告書 P. 199			「資料に書かれている情報の中から必要な内容を選
び，伝えたい事柄が明確に伝わるように書くことができるようにする。」

・	　平成25年度【中学校】授業アイディア例 P. 11～P. 12「星新一の作品を読んで，感想交
流会を開こう」

・	　平成25年度【中学校】授業アイディア例 P. 11～P. 12「合唱コンクール必勝法を伝える
ポスターを書く」

・	　平成26年度【中学校】授業アイディア例 P. 11～P. 12「説明的な文章を読んで，質問に
答えよう」

・	　平成27年度		【中学校】授業アイディア例 P. 3 「問合せのメールに回答する」
・	　平成28年度		【中学校】授業アイディア例 P. 3 「要望する文章を書こう」

〇　指導に当たっては，以下のものも参考になる。
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〇	　授業アイディア例 I では，「卒業」をテーマに俳句を創作するという本問の場面設定を活
用した授業アイディア例を示した。俳句に用いる言葉を	「ほろほろ」，「ぼろぼろ」，「ぽろぽ
ろ」の中から選び，その言葉を選んだ理由を書いたり，書いた文章をグループで交流したり
することを通して，自分の考えが読み手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えると
ともに，論理の展開を工夫して書く力を身に付けることをねらいとする。

〇	　授業アイディア例Ⅱでは，各自で創作した短歌を紹介する文章を書くという言語活動を取
り入れた授業アイディア例を示した。短歌に込めた自分の思いや，それを表現する上で工夫
した点などについて文章に書き表したり，書いた文章をグループで交流したりすることを通
して，自分の考えが読み手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えるとともに，論理
の展開を工夫して書く力を身に付けることをねらいとする。

・	　平成28年度【中学校】授業アイディア例 P. 5 ～P. 6 「係の活動への協力を呼びかける
ちらしを作る」
・	　	平成31年度【中学校】授業アイディア例 P. 7 ～P. 8 「読み手を意識しながら，意見文
を書く」

・	　言語活動事例集【中学校版】			P. 21～P. 22「学校からの『お知らせ』を書き換えよう」
・	　言語活動事例集【中学校版】			P. 41～P. 42「高等学校のパンフレットを批評する文章を
書こう」

（２）授業アイディア例について

3 .　出典等
　本問の【辞典の記述】は，浅野鶴子・金田一春彦『擬音語・擬態語辞典』（1978年４月
角川書店），阿刀田稔子・星野和子『正しい意味と用法がすぐわかる　擬音語・擬態語使い
方辞典	 　第２版』（1995年10月			創拓社），山口仲美編『擬音語・擬態語辞典』（2015年５月
講談社）などを参考にした。
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授業アイディア例 I

		【指導のねらい】
　	自分の考えが読み手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えるとともに，論理の
展開を工夫して書くことができるようにする。

【授業アイディア例】
●　	令和２年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語 3教 材

学習の流れ

第 1時
①　	学習の見通しをもつ。

　	「ほろほろ」	，			「ぼろぼろ」	，			「ぽろぽろ」の中から言葉を一つ選んで俳句を完成
させ，その言葉を選んだ理由を書きましょう。書いた文章は，学級の他の人と交流し
ます。

教 師
②	　		「ほろほろ」，	「ぼろぼろ」，	「ぽろぽろ」の三つの言葉の意味や用例を，	本問にある【辞
典の記述】や国語辞典を用いて確認する。

③	　		「卒業にこぼれる涙　																				と」		の空欄に入れる言葉を，三つの言葉の中から一
つ選び，俳句を完成させる。

④	　③で完成させた俳句について，その言葉を選んだ理由を各自でノートに書く。
				※				生徒の実態等に即して，字数を指定することも考えられる。

　自分が選んだ言葉について，どのような意味に着目したのかを，他の言葉の意味と
の違いが分かるように書きましょう。また，その言葉を用いることで，どのような情
景や心情を表現できると考えたのかを書きましょう。

〔 Aさんが書いた文章〕
　

	

私
は
、
空
欄
に
入
れ
る
言
葉
と
し
て	
		「

ほ
ろ
ほ
ろ
」
を
選
び
ま
し
た
。

　

	

な
ぜ
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
の
か
と
い

う
と
、			

「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
に
は
「
音
も
な

く
続
け
て
こ
ぼ
れ
落
ち
る
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
私
が
想
像
し
た
情
景
が
表

現
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

小
学
校
を
卒
業
し
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
六
年
間
の
喜
び
や
悲
し
み
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
た
校
舎
が
、
振
り
返
っ
た

私
を
笑
顔
で
送
り
出
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
流

れ
た
涙
が
「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
と
い
う
感
じ

だ
っ
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、		

「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
や
「
ぽ
ろ

ぽ
ろ
」
で
は
な
く
、		

「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
が
、

そ
の
と
き
の
私
の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り

だ
っ
た
の
で
、	

こ
の
言
葉
を
選
び
ま
し
た
。

卒
業
に　

こ
ぼ
れ
る
涙　

		

ほ
ろ
ほ
ろ				

と

○	 どのような意味に着目してその言葉を選んだのかについて，他の言葉の意味との	
	 違いが分かるように書かれているか。
○		その言葉を用いることでどのような情景や心情を表現できると考えたのかが書か	
	 れているか。
○		選んだ言葉と，その言葉を用いることで表現できると考えた情景や心情との関係	
	 が分かるように書かれているか。

　小学校の卒業式の
日に，自分でも気付
かないうちに涙が流
れてきたことを表す
には，どの言葉がふ
さわしいのかな。

A さん

第 2時
⑤　④で書いた文章をグループで交流する。

交流する際の観点の例

など
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	【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で指導するに当たっては，④を中心に授業を行うとよい。その際，第１学年「 B　
書くこと」（１）ウの指導事項を取り上げ，読み手に対して，どの部分が根拠であるかが明
確になるような書き方について考えるように指導し，ノートに書いた内容などを基にして
評価することが考えられる。

○	　第 2 学年で，本問で取り上げた指導事項について指導する場合には，④を中心に授業を
行い，ノートに書いた内容などを基にして評価することが考えられる。

〔交流している場面の例〕

　Ａさんが「ほろほろ」の「音もなく続けてこぼれ落ちる」という意味に着目したこ
とは分かりますが，三段落目に書かれている情景や心情とどのように関係するかが分
かりづらいので，もう少し説明を加えた方がよいと思います。

　	「ぼろぼろ」や「ぽろぽろ」を選ばなかった理由についても触れると，「ほろほ
ろ」を選んだ理由がより明確に伝わるのではないでしょうか。

⑥　⑤で交流した内容を踏まえ, 必要に応じて，各自で文章を書き直す。
〔A さんが書き直した文章〕　		※　青字は，書き直した部分。

卒
業
に　

こ
ぼ
れ
る
涙　

ほ
ろ
ほ
ろ

と

　

私
は
、
空
欄
に
入
れ
る
言
葉
と
し
て　

	

「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
を
選
び
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
の
か
と
い

う
と
、
「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
に
は
「
音
も
な

く
続
け
て
こ
ぼ
れ
落
ち
る
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
涙
が
自
然
に
流
れ
る
様
子

を
表
現
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

小
学
校
を
卒
業
し
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
六
年
間
の
喜
び
や
悲
し
み
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
た
校
舎
が
、
振
り
返
っ
た

私
を
笑
顔
で
送
り
出
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
私
は
、
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
思
い
と
、

こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
決
意
が
胸
の
中

に
広
が
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
と

き
の
涙
の
様
子
を
こ
の
句
で
表
現
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
大
粒
で
量
が
多
い
印
象
の	

	

「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
や
乾
い
た
感
じ
が
す
る

	

「
ぽ
ろ
ぽ
ろ
」
で
は
な
く
、
心
か
ら
し

み
出
る
よ
う
な
涙
の
様
子
を
表
現
で
き

る
「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
が
、
そ
の
と
き
の
私

の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
言
葉
を
選
び
ま
し
た
。

⑦　学習を振り返る。

		【活用のポイント】
○	　	本授業アイディア例は，第３学年 「Ｂ　 書くこと」（１）イを指導することを想定した学
習の流れを示している。本問で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，④
に示したように，これまでに学習したことを想起し，目的に応じて分かりやすい説明や具
体例を加えて書くように指導するとよい。第３学年の評価に当たっては，④～⑥で，初め
に自分の考えを述べ，根拠となる辞書の意味などを示し，自分の考えの妥当性を示す書き
方や，根拠となる辞書の意味などを初めに示し，自分の考えの妥当性へと結び付ける書き
方などができているかについて，ノートに書いた内容やグループでの交流の様子などを基
にして評価することが考えられる。
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〈
創
作
し
た
短
歌
〉

	

少
し
ず
つ
違
う
か
ら
こ
そ
面
白
い

	　
　
　
　
　
　
　
も
み
じ
の
色
も
雲
の
形
も

授業アイディア例 II

	【指導のねらい】
　自分の考えが読み手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えるとともに，論理の
展開を工夫して書くことができるようにする。

【授業アイディア例】
学習の流れ
第１時，第２時

①　学習の見通しをもつ。

教 師

　	「秋」をテーマに各自で短歌を創作します。創作した短歌は，紹介する文章を添えて
教室に掲示します。紹介する文章を書く際には，短歌にどのような思いを込めたのか
や，それを表現するためにどのような工夫をしたのかが伝わるように書きましょう。

②　	作成する掲示物についてのイメージをもつ。
　※	　掲示物の割り付けや，教師が事前に作成した掲示物の例を示すこと

も考えられる。
③　	　「秋」をテーマに各自で短歌を創作する。
　※　これまでの学習で創作した短歌を活用することも考えられる。

〔掲示物の割り付けの例〕

創
作
し
た
短
歌

写
真
や

イ
ラ
ス
ト

な
ど

短
歌
を
紹
介
す
る
文
章

④　短歌を紹介する文章について，書く際の観点を全体で確認する。

書く際の観点の例
＜内容について＞
○		短歌の背景にある感動の中心
○		短歌に込めた自分の思い
＜表現について＞
○		言葉の使い方の工夫
○		使用した表現の技法とその工夫 など
※　生徒の実態等に即して，字数を指定することも考えられる。

⑤　④で確認した観点に沿って，どのようなことを書くのかを各自でノートにメモする。
〔生徒が書いたメモの例〕

		〈
内
容
に
つ
い
て
〉

○　

短
歌
の
背
景
の
あ
る
感
動
の
中
心

　

・	

落
ち
込
ん
で
い
た
と
き
に
見
た
も
み
じ
の
葉

一
枚
一
枚
の
色
や
雲
の
形
の
違
い
。

○　

短
歌
に
込
め
た
自
分
の
思
い

　

・	

他
の
人
と
比
べ
て
自
分
の
悪
い
点
ば
か
り
を

見
つ
め
る
の
で
は
な
く
、
よ
い
点
を
見
て
い

き
た
い
。

		〈
表
現
に
つ
い
て
〉

○　

言
葉
の
使
い
方
の
工
夫

　

・		「
違
う
か
ら
こ
そ
」
と
い
う
よ
う
に
「
こ
そ
」					

を
用
い
て
、
物
事
に
違
い
が
あ
る
こ
と
の
価

値
を
強
調
し
た
。

○　

使
用
し
た
表
現
の
技
法
と
そ
の
工
夫

　

・				

上
の
句
と
下
の
句
の
部
分
に
「
倒
置
」
を
用

い
て
、
自
分
の
思
い
を
強
調
し
た
。

　

・					「
も
み
じ
の
色
も
雲
の
形
も
」
と
対
句
を
用

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
印
象
を
強
め
る
と
と
も

に
、
読
ん
だ
と
き
の
リ
ズ
ム
を
よ
く
し
た
。
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第３時，第４時
⑥　⑤で作成したメモを基に，短歌を紹介する文章を各自で書く。
⑦　 ⑥で書いた文章をグループで交流する。

　短歌に込めた思いや，表現する上で工夫した点などについて，読み手に分かりやす
い文章の構成で書くことができているかを交流しましょう。

〔生徒が書いた文章の例〕 〔交流している場面の例〕

　一見，短歌の内容とは
関係がない書き出しだと
感じましたが，読み手の
興味を引き付ける書き方
でよいと思います。

　短歌に込めた思いと目の
前の情景との関係が丁寧に
書かれていて，書き手の思
いに共感することができま
した。また，表現の技法を
使用した意図がよく理解で
きました。

⑧　⑦の交流を踏まえ，書いた文章を必要に応じて修正し，掲示物を完成させる。
⑨　学習を振り返る。

		【活用のポイント】
○	　本授業アイディア例は，第３学年 「Ｂ　書くこと」（１）イ	を指導することを想定した学
習 の流れを示している。本問で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，
④～⑥に示したように，これまでに学習したことを想起し，分かりやすい説明や具体例を
加えて書くように指導するとよい。第３学年の評価に当たっては，④～⑧ で，自分の考え
の妥当性を示すための論理の展開の工夫ができているかについて，ノートに書いた内容や
グループでの交流の様子などを基にして評価することが考えられる。

	【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で指導するに当たっては，④～⑥を中心に授業を行うとよい。その際，第１学
年「Ｂ　書くこと」（１）ウの指導事項を取り上げ，自分の思いを表現するために，なぜそ
のような表現上の工夫をしたのかが明確になるような書き方について考えるように指導
し，ノートに書いた内容などを基にして評価することが考えられる。

○	　第２学年で，本問で取り上げた指導事項に ついて指導する場合には，④～⑥を中心に授
業を行い，ノートに書いた内容などを基にして評価することが考えられる。

　

私
は
そ
の
日
、
す
っ
か
り
自
信
を
な
く
し
て
い
ま
し
た
。
授

業
で
う
ま
く
発
言
で
き
な
か
っ
た
り
、
部
活
動
で
思
う
よ
う
な

成
果
が
出
せ
な
か
っ
た
り
と
、
何
を
や
っ
て
も
み
ん
な
の
よ
う

に
う
ま
く
や
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
落
ち
込
み

な
が
ら
家
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
ふ
と
、
色
づ
き
始
め
た
も
み

じ
の
美
し
さ
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
、

同
じ
も
み
じ
の
葉
で
も
一
枚
ず
つ
色
が
違
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
違
い
が
美
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
木
々
の
間
か

ら
見
え
る
空
に
浮
か
ぶ
雲
の
形
も
、
二
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は

な
い
こ
と
に
改
め
て
気
が
付
い
た
の
で
す
。
自
分
に
は
自
分
の

よ
さ
が
き
っ
と
あ
る
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
感
動
を
短
歌
で
表
現
す
る
に
当
た
っ
て
、「
倒
置
」
を
用

い
て
上
の
句
で
自
分
の
思
い
や
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、「
も

み
じ
の
色
も
雲
の
形
も
」
と
対
句
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
印

象
を
強
め
る
と
と
も
に
、
読
ん
だ
と
き
の
リ
ズ
ム
が
よ
く
な
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
違
う
か
ら
こ
そ
」
と
い
う
よ
う

に
「
こ
そ
」
を
用
い
て
、
物
事
に
違
い
が
あ
る
こ
と
の
価
値
を

強
調
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
こ
の
短
歌
を
思
い
出
し
て
元
気

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
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国語 4　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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１．出題の趣旨

　漢字の指導については，社会生活や他教科等の学習における使用や，読書活動の充実に資す
るため，中学校 3 年間を通して常用漢字の大体を読めるようにするとともに，学年別漢字配当
表に配当された漢字を使い慣れるようにする必要がある。漢字を読む能力としては，漢字一字
一字の音訓を理解し，語句として，話や文章の中において文脈に即して意味や用法を理解しな
がら読むことができるようにすることが求められる。そのため，教科書を読むことや読書を通
して，漢字の読みの習熟と応用を図ることが大切である。また，字形と音訓，意味と用法，語
の成り立ち，熟語の構成などについて必要に応じて指導し，例えば，	漢字の構成要素である「ヘ
ん」や「つくり」などに注目して，読みを類推することができるように指導することも大切で
ある。

・　文脈に即して漢字を正しく読むこと
・　歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むこと
・　文の成分の照応について理解すること

　また，歴史的仮名遣いなどの文語のきまりについては，生徒の興味・関心を大切にしながら，
教材に即して指導したり，必要があれば取り立てて指導したりすることが大切である。古典を
取り上げる際には，繰り返し音読して，生徒自らが古典特有のリズムに気付くことを重視し，
五音，七音の繰り返しなどの特徴について理解を深める必要がある。また，古典だけでなく，
身近な文章の中にある歴史的仮名遣いについて，言葉の意味を考えながら正しく読むことを通
して，文や文章についての理解を深めることも重要である。
　文の中の文の成分の順序や照応，文の構成を考えることについては，主語，述語，修飾語な
どの並ぶ順序や，主語と述語の照応，修飾語と被修飾語の照応などについて理解を深めるとと
もに，語順や語の照応によって表現がどのように変わってくるかを様々な文型について考えさ
せ，文の成分の順序や照応に関心をもたせることが大切である。
　このような〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕（1）に示された「ア　伝統的な
言語文化に関する事項」，「イ　言葉の特徴やきまりに関する事項」，「ウ　漢字に関する事項」
については，　「Ａ　話すこと・聞くこと」，	「		Ｂ　書くこと」及び「Ｃ　読むこと」の指導を通
して，それぞれの事項について指導することが大切である。
　本問では，スピーチで，自分が読んだ文学作品について，冒頭を音読しながら紹介するため
の準備を行っている場面を設定した。文脈に即して漢字を正しく読んだり，文の成分の照応を
考えたりすることに加え，歴史的仮名遣いが用いられている作品について，歴史的仮名遣いを
現代仮名遣いに直して読むことを求めている。
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2．調査問題の活用に当たって
						設問二				の趣旨を生かした学習指導の工夫

			■	学習指導要領における領域・内容
					〔第 1 学年〕　		伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）ア
									（ア）		 	 	文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味

わいながら，古典の世界に触れること。

（1）		言語活動を通した学習指導の工夫について
	○	　第 1 学年		〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕（1）ア（ア）については，「C　読
むこと」の学習を通して，歴史的仮名遣いについて指導したり，歴史的仮名遣いについての
知識及び技能を活用して多様な文章を読むように指導したりすることも考えられる。その際，
単に歴史的仮名遣いの読み方を意識するだけでなく，文脈に即して語句の意味を考えるよう
に指導することが大切である。また，文章を音読したり朗読したりすることを通して理解を
深めるように指導することも重要である。

（2）		授業アイディア例について
	〇	　授業アイディア例 I では，「竹内さん」がスピーチで，自分が読んだ文学作品について，
冒頭を音読しながら紹介するための準備を行っているという本問の場面設定を活用した授業
アイディア例を示した。夏目漱石の「門」の冒頭部分の続きを音読することを通して，歴史
的仮名遣いに留意しながら文章を読み，文脈の中における語句の効果的な使い方について理
解する力を身に付けることをねらいとする。

	3． 	出典等
											設問一は，	 小川未明「ある日の先生と子供」（『定本小川未明童話全集 4』1977年 2月　講

談社）による。設問二及び授業アイディア例 l は，夏目金之助「門」（『定本　漱石全集　第
六巻』2017年5 月		 岩波書店)			による。設問三は，井上靖『しろばんば』（2002年 4 月　偕
成社）による。
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（
冒
頭
）

　

宗
助
は
先
刻
か
ら
縁
側
へ
坐
蒲
団
を
持
ち
出
し

て
日
当
り
の
よ
さ
さ
う
な
所
へ
気
楽
に
胡
坐
を
か

い
て
見
た
が
、
や
が
て
手
に
持
つ
て
ゐ
る
雑
誌
を

放
り
出
す
と
共
に
、
ご
ろ
り
と
横
に
な
っ
た
。

（
冒
頭
の
続
き
）

　

秋
日
和
と
名
の
つ
く
程
の
上
天
気
な
の
で
、
往

来
を
行
く
人
の
下
駄
の
響
が
、静
か
な
町
だ
け
に
、

朗
ら
か
に
聞
え
て
来
る
。
肘
枕
を
し
て
軒
か
ら
上

を
見
上
る
と
、
奇
麗
な
空
が
一
面
に
蒼
く
澄
ん
で

ゐ
る
。
其
空
が
自
分
の
寝
て
ゐ
る
縁
側
の
窮
屈
な

寸
法
に
較
べ
て
見
る
と
、
非
常
に
広
大
で
あ
る
。

た
ま
の
日
曜
に
斯
う
し
て
緩
く
り
空
を
見
る
だ
け

で
も
大
分
違
ふ
な
と
思
ひ
な
が
ら
、
眉
を
寄
せ
て
、

ぎ
ら
ぎ
ら
す
る
日
を
少
時
見
詰
め
て
ゐ
た
が
、
眩

し
く
な
つ
た
の
で
、
今
度
は
ぐ
る
り
と
寝
返
り
を

し
て
障
子
の
方
を
向
い
た
。

授業アイディア例 I

　【指導のねらい】
　　歴史的仮名遣いに留意しながら文章を読み，文脈の中における語句の効果的な使い方に
ついて理解することができるようにする。

　【授業アイディア例】
　　　教　 材　　　　●　令和 2 年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語 4 二

　　学習の流れ

　　　第１時，第２時

①　学習の見通しをもつ。

歴史的仮名遣いに気を付けながら，夏目漱石の「門」を声に出して読んでみましょ	
う。また，語句の使い方などの表現上の工夫について考えましょう。

　 教 師
　②　これまでに学習した歴史的仮名遣いを振り返る。
　③　教師の音読を手掛かりに，設問二に示された「門」の冒頭の歴史的仮名遣いを確認する。
　④　「門」の冒頭の続きを各自で音読し，歴史的仮名遣いが用いられている部分に線を引く。
　　　　　〔「門」の冒頭とその続きの一部〕　　※　　　　は，生徒が引いた線。

　 ※　生徒の実態等に即して，更に続きの文章を示すことも考えられる。

　⑤　ペアで読みを確認する。
　〔確認している場面の例〕

　　　　　　　「斯うして」はそのまま読むと「かうして」だけど，どういう意味なのかな。	

「斯うして」は，「こうして」と読むよ。場面の様子を想像して言葉の意味を考え	
ながら読むとよいのではないかな。

　⑥　文章を読み返し，語句の用い方がどのような効果を生んでいるかを考え，気付いたこ	
とを各自でノートに書く。
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		【活用のポイント】
○	　本授業アイディア例は，第３学年「Ｃ　読むこと」（１）アを指導することを想定した学
習の流れを示している。設問二で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，
②～⑤で，これまでに学習したことを想起し，文語のきまりなどに留意しながら読むよう
に指導するとよい。第３学年の評価に当たっては，②～⑦で，文脈の中における語句の効
果的な使い方を理解しているかについて，ノートに書いた内容や発言の様子などを基にし
て評価することが考えられる。

	【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で，設問二で取り上げた指導事項について指導する場合には，②～⑤を中心に
授業を行い，ノートに書いた内容や音読の様子などを基にして評価することが考えられる。

○	　第２学年で，設問二で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，②～⑤
を中心に授業を行うとよい。また，第２学年「Ｃ　読むこと」（１）アの指導事項を取り上
げ，心情を表す語句などについて考えるように指導し，ノートに書いた内容や発言の様子
などを基にして評価することが考えられる。

⑦	 	 	⑥でノートに書いたことを全体で交流する。
	〔交流している場面の例〕

	 	 	「下駄の響」という表現があり，単に「下駄の音」と表現するよりも町の静かな様
子が伝わってくると思いました。

			「ぎらぎらする日」を「見詰めて」いる「宗助」の表情を「眉を寄せて」と表現し
ていて，眩しさに目を細めている様子が具体的に想像できました。

⑧　学習を振り返る。
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